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刑
事
再
審
請
求
事
件
に
お
け
る
証
拠
開
示
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
十
一
月
三
十
日
、
い
わ
ゆ
る
福
井
女
子
中
学
生
殺
人
事
件
に
関
連
し
、
名
古
屋
高
等
裁
判
所
金
沢
支
部
は
再
審
開
始
決

定
を
下
し
た
。
右
に
加
え
、
過
去
に
再
審
無
罪
判
決
が
確
定
し
た
多
く
の
事
件
で
は
、
検
察
官
が
開
示
し
た
い
わ
ゆ
る
公
判
未

提
出
証
拠
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
刑
事
再
審
請
求
事
件
に
お
け
る
証
拠
開
示
に
関

し
、
以
下
質
問
す
る
。

一

再
審
請
求
審
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
裁
判
所
が
検
察
官
に
対
し
、
証
拠
開
示
命
令
を
発
し
た
事
例
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な

ら
、
す
べ
て
の
事
例
に
つ
い
て
当
該
命
令
の
概
要
並
び
に
そ
れ
に
対
し
て
検
察
官
が
取
っ
た
対
応
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

現
行
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
七
月
十
日
法
律
第
一
三
一
号
）
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
法
務
省
・
検
察
庁
は
、
再
審

請
求
審
に
お
け
る
証
拠
開
示
に
関
し
、
訓
令
や
通
達
、
指
示
等
を
発
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
、
そ
の
す
べ
て
の

文
書
名
及
び
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

法
務
省
・
検
察
庁
は
、
い
わ
ゆ
る
「
全
面
証
拠
開
示
」
及
び
「
検
察
官
手
持
ち
証
拠
リ
ス
ト
の
開
示
」
の
法
制
化
に
は
消

極
的
な
ス
タ
ン
ス
で
い
る
と
思
料
す
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。
通
常
審
の
場
合
と
再
審
請
求
審
の
場
合
と
に
分
け
て
、
そ

の
理
由
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



四

二
〇
〇
四
年
五
月
二
十
八
日
に
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
公
判
前
整
理
手
続
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
通

常
審
で
の
証
拠
開
示
に
つ
い
て
一
定
の
請
求
権
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
立
法
趣
旨
及
び
刑
事
訴
訟
法
の
目

的
に
照
ら
し
、
こ
れ
と
同
等
の
請
求
権
が
再
審
請
求
審
で
も
保
障
さ
れ
て
然
る
べ
き
と
考
え
る
。
右
に
対
す
る
政
府
の
見
解

如
何
。

五

公
益
の
代
表
者
た
る
検
察
官
は
、
被
告
人
及
び
有
罪
の
言
渡
を
受
け
た
者
に
有
利
な
証
拠
（
い
わ
ゆ
る
無
罪
証
拠
）
が
存

在
す
る
場
合
、
公
平
・
公
正
な
裁
判
の
実
現
の
た
め
に
自
ら
進
ん
で
そ
れ
を
開
示
す
る
倫
理
的
義
務
を
負
う
と
考
え
る
が
、

政
府
の
見
解
如
何
。

六

検
察
等
の
捜
査
機
関
が
税
金
と
公
権
力
を
使
っ
て
集
め
た
証
拠
は
、
真
相
解
明
と
い
う
正
義
を
実
現
す
る
た
め
の
『
公
共

の
財
産
』
で
あ
っ
て
、
検
察
官
が
有
罪
判
決
を
取
る
た
め
に
恣
意
的
に
利
用
で
き
る
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
検
察
官
が
自

由
に
処
理
で
き
る
物
で
は
な
い
旨
の
指
摘
が
、
昨
今
、
多
く
の
報
道
機
関
や
有
識
者
等
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
と
承
知
す
る

が
、
右
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


